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内陸湿地におけるシギ・チドリ類の動態

嶋田哲郎'・アロンボーマン２

１．宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団．〒989-5504宮城県栗原郡若柳町字上畑岡敷味17-2

２．North-westernCollege,３００３SneI1ingAvenue,NorthStPaul，ＵＳＡ．

はじめに

国内において，干潟や砂浜などの沿岸地域でみられるシギ・チドリ類については，渡来状

況（石川・桑原1983，黒沢1986，桑原1990，箕輪ほか’991,1996，藤岡ほか1996-1999，

小林･林1999）や環境利用（桑原l996a，川島1997，森田ほか’997）など，いくつかの報

告がある．しかしながら，内陸地域の水田や湿地に多く分布するシギ・チドリ類については，

生息数の現状把握がある程度なされているだけである（渡辺1991，藤岡ほか1996-1999)．

内陸′性のシギ・チドリ類のムナグロＰ"ﾉjtz/応ルノzﾉｚｚやウズラシギＱｚ”'たαα"卯加α”，

タカブシギＴγ力zgzzg"花o此Zなどは減少傾向にある(桑原1996b，藤岡ほか1996-1999)．一

方で，ダムの設置や河川改修などによって大規模な洪水は起こりにくくなり，内陸地域の劇

的な環境変化は少なくなった．このことから内陸地域のシギ・チドリ類は劇的な環境変化に

よって作り出される多様な湿地環境を選択すると推察され，そうした湿地環境の減少が内陸

地域のシギ・チドリ類を減少させた可能性がある．これらのシギ・チドリ類に関する知見を

さらに蓄積し，有効な保全活動につなげることが急がれる．

本論文では，内陸地域のシギ・チドリ類の保全をすすめていく上での基礎資料として，一

時的に干上がった沼におけるシギ・チドリ類の動態を調べたので報告する．

鯛査地および方法

調査は海岸からおよそ30km内陸に位置する宮城県北部の伊豆沼・内沼（38.43'Ｎ，141.06′

E，387ha，海抜６ｍ）で行なった．ラムサール条約に指定されているこの沼は，日本におけ

るガンカモ類のもっとも重要な越冬地のひとつで，迫川の後背湿地として形成され，沼の沿

岸はヨシｐ〃、g""gsco加加""ｉｓやマコモＺ友α"わ”加/〃,沼面ではハスｊＶｂ/z”６０”"C舵うてｚ

やヒシＴｍ'α”α”s，ガガブタＭ，”〃0ﾉﾋ左ｓ加d比ｚｚなどが優占する．

伊豆沼・内沼では，1994年７月中旬から８月中旬にかけて，猛暑と水田への揚水によって

広い面積にわたって沼が一時的に干上がった．８月はじめからまとまった面積が干上がり始

め，１９日にかけてその面積は最大に達し，l64ha（全体のおよそ40％）となったが，１９日以降

の降雨によって消失した．

シギ・チドリ類の個体数調査は，渇水のあった1994年と渇水のなかった1995年と1996年の

６月から９月に行なった．1994年では沼が干上がる前の６月３，１０，１８，２３日と７月３，１３，

2000年９月20日受理
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22,30日の８１１１１，まとまった面積の干上がった８月５，１６，１９日の3111|，消失後の８月24,

30日と９月８，１５，２１，２８１－１の６回行なった．1995年は７回，1996年は141iIl行なった．沼岸

延長20k111の淵に100ｍ111蘭の15本の調査コースと14か所の定点を設満して，７～15時に自転車で

移動しながら調査を行ない，種ごとの個体数を把握した．総観察時間は304時間である．調査

には10×35倍の双眼鏡と30×67倍の望遠鏡をもちいた．

Ｊｕｎｅ Ｊｕｌｙ Ａｕｇ・ Ｓｅｐ・

図１．宮城県伊豆洲・内沼におけるシギ・チドリ類の個体数変動（1994-96年６～９ｊｌ)．陰影部は
沼の一部が干上がった期間．□：種数，●：個体数．

Fig.1．FluctuaLioninthenumberofwadel･sinLakeIzunuma-UchinumaduringJune・
Septembel･ｉｎ1994-1996．Shadedareashowtheoccul･renceperiodofdriedarea．□:number
ofspecies，●：numberofindividuals．
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結 果

渇水のあった1994年の種数をみると，洞の干上がる前後は，０～２種と少なかったが，干

上がった時には，５～８種と増加した(図１）．また個体数も同様に，干上がる前後は０～４

個体と少なかったが,干上がった時には31～70個体と琳加した.渇水のなかった1995年と1996

年では，９月中旬以降に種数と個体数が恥加し，それぞれ1995年９月301.1に６種19佃体,１９９６

年９月２１ｐに５種11個体の最大数を記録した．
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３年間に観察されたシギ･チドリ類は，1994年ではトウネンＣ､'7〆ＣＯ"ｊｓやムナグロ，タ

カブシギ，1995年ではトウネンやツルシギＴｅｒｙ伽”"s，1996年ではコアオアシシギ五

s“"α"/ｉｓやタシギＧα"加昭Ｏｇｚｚ/""αｇＤの個体数がそれぞれ多かった．沿岸性のコオバシ

ギＣ､αz"”zfsやミユビシギＣｍｃｇｊｈ”α必α，ダイシャクシギＭ”g”fsa7wz”α，ホウロ

クシギノV:加adagZzSCα”e"Sjs（守山1997）は観察されず，内陸地域特有のシギ・チドリ類の

出現傾向を示した．またシギ・チドリ類は伊豆沼西部に集中する傾向が認められた．

考察

かつて洪水が多発した伊豆沼・内沼周辺は，多くの沼沢地や湿地が数多く点在した（伊豆

沼・内沼環境保全対策検討委員会1992)．洪水や渇水は，劇的な環境変化を作り出し．そこ

に生息する鳥類はそれらに柔軟に対応していると考えられる．実際に伊豆沼・内沼で1998年

にあった洪水の時にはサギ類やタカ類，カモ類の個体数が急増した（Shimada〆αム

2000)．伊豆沼・内沼周辺には蕪栗沼や長沼などの沼をはじめ，ため池や広い水田地帯があ

る．渇水時に伊豆沼・内沼に集まったシギ・チドリ類の多くは，こうした場所から飛来した

と考えられ，湿地環境の変化にシギ・チドリ類も柔軟に対応できることを示している．

伊豆沼・内沼周辺におけるシギ・チドリ類の秋の渡りは８月下旬から９月にかけてと考え

られる．そのため'994年の渇水期はシギ・チドリ類の渡り始めの時期であったと考えられる

が，記録された個体数は通常の年の渡りのピーク時よりも多かった．このことは一時的な沼

の干上がりという新たな湿地環境の出現が，シギ・チドリ類の生息環境にとって重要である

ことを示唆している．

伊豆沼西部には築館町からの流入河川の河口部がある．そのため，この場所は他と比較し

てシギ・チドリ類の餌の生産を促す有機質を多く含んだ場所であった可能性があり，それに

よってシギ・チドリ類が多く分布したのかもしれない．

今後，渇水状態の期間や面積，底質の状態，周辺環境などの違いでシギ・チドリ類の利用

の仕方がどのように変わるのか，より詳細な調査を行なう必要がある．

立教大学の上田恵介博士には，本稿を読んでいただき有益な助言をいただいた．記して心

よりお礼申し上げる．
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Responseofwadersrelatedtotemporarilydriedareasinaninlandlake

TetsuoShimadal＆AaronBowman2

1・TheMiyagiPrefecturallzunuma-UchinumaEnvironmentalFoundation’17-2,Shikimi,Wakayanagi，

Miyagi989-5504,Japan、
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During5-19thAugustl994，partsofLakelzunuma-Uchinumadriedout,reachingamaximum
●

areaofl64ha,４０％ofthetotalareaofthelake､Theseareaswereverysoonvisitedbｙ３１ｗａｄｅｒｓ
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StintsQz”応”7ＣＯﾉﾉHs,PaclficGoldenPlovers鮎《zﾉjlz/おんんaandWoodSandpipersTγi"gn

gAz”0〃・Thenumberofwaderswaslowerdurinｇｔｈｅｓａｍｅｐｅｒｉｏｄｉｎｌ９９５ａｎｄｌ９９６ｗｈｅnthere

werenodriedoutareas・Thesewadersseemedtohavetheabilitytorespondtoamajorchange
inthenaturalenvironment．
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付表．宮城県伊豆沼・内沼におけるシギ・チドリ類の個体数変動(1994年６月～９月)．
沼の干上がり前後におけるシギ・チドリ類の出現状況を示した．索沼の一部が干上がった日

Appendix・FIuctuationinthenumberofwadersinreIationtotheoCCurrenceofadriedareaofLake

Izunuma-UchinumaOune-Septemberl994).壷:Periodofoccurrenceofdriedarea（5-19thAug.）
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